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Siの(111)清浄表面には表面に特有な7×7構造が現れることが1959年に発見さ

れ､それ以来多くの構造模型が提出されているがいずれ も観察事実 を充分に説明できる

ものではない｡著者らはRHEED(反射高速電子回折 )の強度の詳細な解析 をし,(h,

k) ロッドの間に単純な規則性のあることを発見した｡これを手掛 りに平均の強度分布

を求め,これを用いてパターソン関数を計算 した｡このパターソン図形を解析すること

により7×7構造に対する新 しい構造模型を導出した｡この模型は,Si(111)下地表

面の原子間距離をαとするとき,一辺が 2αの正三角形状に異常散乱体が存在 し,これ

が 7aの周期で2次元的に規則的に配列 したものであるoこの異常散乱体として考えら

れるものは(1)表面の空孔,(2吸着Si原子,(3)原子変移などが考えられ.これらの構造

は更にその多型も考えられるので合計6種類の構造が考えられる｡これらのうちで最も

可能性の高いと予想される空孔模型 をとり上げ,空孔によってその周囲に生ずる原子変

移 を考慮 しRHEEDやLEED(低速電子回折)パターンに対応する回折強度を計算する

と観察事実を非常に良く説明できることが明らかとなった｡又この構造模型はRHEED

･LEEDの実験事実を良く説明するばかりでなく,反射電子顕微鏡 によを観察やUPS

などによる電子分光的な実験事実ともむじゆんしないことが明らかとなった｡
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